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「
第
五
十
九
回
通
常
総
会
」
開
催

「
夏
の
例
会
」
を
開
催

産
経
新
聞
社

　論
説
委
員

　大
正
大
学
客
員
教
授

河
合
雅
司
氏
の
記
念
講
演
・
会
員
社
の
集
い

春
風
亭 

柏
枝
師
匠
の
セ
ミ
ナ
ー
・
懇
親
会
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広
告
業
協
同
組
合
第
五
十
九
回
通
常
総
会

は
、平
成
三
十
年
五
月
十
七
日
「
コ
ー
ト
ヤ
ー

ド
・
マ
リ
オ
ッ
ト
銀
座
東
武
ホ
テ
ル
」（
東

京
都
中
央
区
銀
座
六
丁
目
）「
芙
蓉
の
間
」

で
開
催
さ
れ
た
。
本
人
出
席
二
十
四
人
、
委

任
状
出
席
四
十
八
人
、
計
七
十
二
人
と
な
り
、

事
務
局
長
よ
り
総
会
の
成
立
し
て
い
る
旨
の

報
告
を
受
け
、
開
会
さ
れ
た
。

　
午
前
十
時
、
和
納
勉
理
事
長
（
㈱
ク
イ
ッ

ク
代
表
取
締
役
社
長
）
の
挨
拶
で
開
会
し
、

松
下
浩
氏
（
㈱
東
京
ア
ド
レ
ッ
プ
常
務
取
締

役
）
を
議
長
に
選
任
し
、
議
案
の
審
議
に

入
っ
た
。
第
一
号
議
案
「
平
成
二
十
九
年
度

事
業
報
告
書
及
び
決
算
関
係
承
認
の
件
」
に

つ
き
和
納
理
事
長
が
詳
細
に
説
明
、
つ
づ
い

て
佐
々
木
直
人
監
事
（
㈱
大
宣
社
代
表
取
締

役
）、
大
津
裕
司
監
事
（
㈱
日
宣
代
表
取
締

役
社
長
）
よ
り
「
同
決
算
に
つ
き
詳
細
に
調

査
、
検
討
の
結
果
、
間
違
い
が
な
い
」
旨
の

監
査
報
告
が
な
さ
れ
、
満
場
異
議
な
く
こ
れ

を
承
認
し
た
。
引
続
き
、
第
二
号
議
案
「
平

成
三
十
年
度
事
業
計
画
な
ら
び
に
収
支
予
算

承
認
の
件
」
に
つ
い
て
和
納
理
事
長
よ
り
説

明
を
受
け
、
全
会
一
致
で
こ
れ
を
承
認
し
た
。

　
続
い
て
、
第
三
号
議
案
「
定
款
一
部
変
更

の
件
」、
第
四
号
議
案
「
定
款
変
更
認
可
申

請
に
お
け
る
字
句
の
一
部
修
正
委
任
の
件
」

に
つ
い
て
、
和
納
理
事
長
が
組
合
の
地
区
に

兵
庫
県
を
追
加
し
、
組
織
の
強
化
を
は
か
る

定
款
変
更
案
を
説
明
し
、
全
会
一
致
で
承
認

し
た
。
議
事
が
終
了
し
、
松
下
議
長
が
退
任

挨
拶
を
行
い
、
午
前
十
一
時
、
通
常
総
会
を

終
了
し
た
。

　
そ
の
後
、
事
務
局
長
よ
り
、
平
成
二
十
九

年
度
の
組
織
強
化
感
謝
賞
の
発
表
が
あ
り
、

㈱
一
広 

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
代
表

取
締
役
　
山
上
徳
夫
氏
、
㈱
ク
イ
ッ
ク
代
表

取
締
役
社
長
　
和
納
勉
氏
、
㈱
サ
ン
・
ア
ド

代
表
取
締
役
　
岩
渕
早
樹
氏
、
㈱
日
宣
代
表

取
締
役
社
長
　
大
津
裕
司
氏
、
㈱
リ
ク
ル
ー

テ
ィ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
代
表
取
締
役
　
佐
藤
孝

氏
に
和
納
理
事
長
よ
り
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ

た
。

　
つ
づ
い
て
、
午
前
十
一
時
よ
り
、
同
ホ
テ

ル
会
議
室
（
桜
の
間
Ｂ
）
に
お
い
て
、
産
経

新
聞
社
論
説
委
員
、
大
正
大
学
客
員
教
授
の

河
合
雅
司
氏
に
よ
る
記
念
講
演
「『
未
来
の

年
表
』
の
読
み
方
」
が
行
わ
れ
た
。

　
河
合
雅
司
氏
は
、
一
九
六
三
年
名
古
屋
市

生
れ
。
専
門
は
人
口
政
策
、
社
会
保
障
政
策
。

中
央
大
学
を
卒
業
し
、
現
在
、
厚
生
労
働
省

有
識
者
会
議
委
員
、
内
閣
府
「
少
子
化
克
服

戦
略
会
議
」
委
員
等
を
務
め
る
。
二
〇
一
四

年
に
「
フ
ァ
イ
ザ
ー
医
学
記
事
賞
」
大
賞
を

受
賞
し
た
。

　
著
書
『
未
来
の
年
表
　
人
口
減
少
日
本
で

こ
れ
か
ら
起
き
る
こ
と
』（
講
談
社
現
代
新

書
）
は
五
◯
万
部
を
突
破
、『
未
来
の
年
表

２
　
人
口
減
少
日
本
で
あ
な
た
に
起
き
る
こ

と
』（
同
）
は
約
二
◯
万
部
の
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー

（
い
ず
れ
も
二
〇
一
八
年
七
月
現
在
）
と
な

る
。
そ
の
他
の
主
な
著
書
に
、『
未
来
の
呪

縛
　
日
本
は
人
口
減
か
ら
脱
出
で
き
る
か
』

（
中
公
新
書
ラ
ク
レ
）『
日
本
の
少
子
化
　
百

年
の
迷
走
』（
新
潮
社
新
潮
選
書
）、「
Ａ
Ｉ

で
『
未
来
の
年
表
』
は
こ
う
変
わ
る
」（
共
著
、

文
藝
春
秋
）
等
が
あ
る
。

　
河
合
氏
は
記
念
講
演
で
、
年
間
出
生
数
、

死
亡
数
、
自
然
減
な
ど
の
数
値
を
挙
げ
、
総

人
口
は
、
二
〇
一
五
年
の
一
億
二
七
一
〇
万

人
か
ら
二
〇
六
五
年
に
は
、
八
八
〇
八
万
人

と
一
億
人
（
日
本
の
将
来
推
計
人
口
）
を
下

回
り
、
高
齢
者
は
さ
ら
に
高
齢
化
し
、
女
性

高
齢
者
、
一
人
暮
ら
し
、
貧
困
層
が
増
加
す

る
。
政
府
は
、
働
き
手
不
足
対
策
と
し
て
、

外
国
人
労
働
者
の
受
け
入
れ
、
Ａ
Ｉ
・
ロ
ボ
ッ

ト
の
実
用
化
、
高
齢
者
の
社
会
参
加
、
女
性

の
活
躍
推
進
を
四
本
柱
と
し
て
進
め
て
い
る

が
、
こ
れ
ら
の
対
策
は
「
切
り
札
」
に
は
な

ら
な
い
と
指
摘
。
そ
の
上
で
戦
略
的
に
縮
み
、

「
小
さ
く
と
も
豊
か
な
国
」
へ
と
転
換
す
る

必
要
性
を
説
き
、
大
都
市
集
中
型
で
は
な
く

拠
点
型
国
家
を
目
指
す
べ
き
だ
と
述
べ
た
。

そ
の
後
、
質
問
を
受
け
、
記
念
講
演
会
を
終

了
し
た
。

　
引
き
続
き
「
桜
の
間
Ａ
」
に
お
い
て
、
正
午

か
ら
「
会
員
社
の
集
い
」
を
開
催
し
た
。
和
納

理
事
長
の
開
会
挨
拶
が
行
わ
れ
、
新
入
会
員
社

と
新
任
の
社
長
が
挨
拶
し
、
記
念
講
演
会
の
講

師
に
よ
る
乾
杯
の
後
、
懇
親
を
行
い
、
最
後
に
、

小
松
茂
専
務
理
事
（
東
栄
広
告
㈱
代
表
取
締
役
）

の
中
締
め
で
午
後
一
過
ぎ
に
散
会
し
た
。

　

和
納
理
事
長
の
挨
拶

　
た
だ
今
、
ご
紹
介
に
あ
ず
か
り
ま
し
た
広
告

業
協
同
組
合
（
Ａ
Ｃ
Ａ
）
理
事
長
の
和
納
で
す
。

　
高
い
席
か
ら
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
一
言
、

ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
本
日
は
、
ご
多
忙
の
中
、
Ａ
Ｃ
Ａ
通
常
総
会
、

会
員
社
の
集
い
に
ご
参
集
を
賜
り
誠
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

第
五
十
九
回
通
常
総
会

定
款
一
部
変
更
な
ど
四
議
案
を
承
認

　
　
　
　
　
　
　
　
　

     

組
織
強
化
感
謝
賞
五
氏
に

通
常
総
会
記
念
講
演

「
未
来
の
年
表
」
の
読
み
方

　産
経
新
聞
社
論
説
委
員
　大
正
大
学
客
員
教
授
　河
合
雅
司 

氏

会
員
社
の
集
い

Ａ
Ｃ
Ａ
を
活
性
化

　　
　
　
　
　
　
　
　 

広
告
業
協
同
組
合
理
事
長
　
和
納 

勉
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先
ほ
ど
第
五
十
九
回
通
常
総
会
が
執
り
行

わ
れ
、
平
成
二
十
九
年
度
の
決
算
、
事
業
報

告
書
、
平
成
三
十
年
度
の
予
算
、
事
業
計
画

及
び
定
款
一
部
変
更
が
承
認
さ
れ
た
こ
と
を

ご
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

　
記
念
講
演
で
は
、
河
合
様
か
ら
素
晴
ら
し

い
ご
講
演
を
賜
り
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
ご
講
演
を
伺
い
、
日
本
の
将
来

は
厳
し
く
、
知
恵
を
出
し
て
い
か
な
い
と
、

本
当
に
大
変
な
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
か

と
感
じ
ま
し
た
。

　「
未
来
の
年
表
」
の
第
二
弾
を
出
版
さ
れ

た
よ
う
で
す
の
で
、
懇
親
会
が
終
了
次
第
、

何
冊
か
買
わ
せ
て
い
た
だ
こ
う
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
当
組
合
は
今
年
六
十
年
目
を

迎
え
ま
す
。
組
合
員
各
社
力
を
合
わ
せ
て
、

広
告
業
界
の
未
来
を
作
る
活
動
を
し
て
参
り

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
組
合
も
六
十
年
に
な
り
、
組
合
活
動
そ
の

も
の
が
見
直
さ
れ
て
い
ま
す
。
昨
年
、
若
い

会
員
を
中
心
に
Ａ
Ｃ
Ａ
の
未
来
を
考
え
る
会

を
作
り
、
Ａ
Ｃ
Ａ
の
未
来
、
広
告
の
未
来

を
考
え
、
そ
し
て
Ａ
Ｃ
Ａ
を
活
性
化
さ
せ
る

議
論
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。
昨
年
こ
の

場
で
や
ん
ち
ゃ
な
組
合
を
作
る
と
言
っ
た
の

は
、
そ
う
い
う
意
味
で
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

活
性
化
さ
せ
る
に
は
、
今
ま
で
の
も
の
を
否

定
し
て
ス
タ
ー
ト
す
べ
き
で
は
な
い
か
と
も

考
え
て
い
ま
す
。

　
理
事
長
に
就
任
し
、
二
期
目
二
年
目
に
入

り
ま
し
た
。
今
期
は
、
皆
様
方
と
と
も
に
、

明
る
い
広
告
業
界
、
明
る
い
Ａ
Ｃ
Ａ
、
そ
し

て
、
素
晴
ら
し
い
活
動
が
行
わ
れ
る
Ａ
Ｃ
Ａ

に
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
本

日
ご
出
席
の
皆
様
方
に
は
、
改
め
て
ご
協
力

を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
す
が
、
本
日
は
お
忙
し
い

中
、
総
会
及
び
講
演
会
、
懇
親
パ
ー
テ
ィ
ー

に
ご
参
加
を
賜
り
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
心
ば
か
り
の
料
理
で
は
ご
ざ
い
ま

す
が
、
ゆ
っ
く
り
と
ご
歓
談
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
本
日
は
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。（
拍
手
）

  

新
入
会
員
社　

㈱
デ
ル
タ　

  

執
行
役
員　

高
橋
健
太
郎
様
の
挨
拶

  

新
入
会
員
社　

プ
レ
イ
ブ
㈱　

  
代
表
取
締
役　

阿
部
重
郎
様
の
挨
拶

  

新
社
長　

㈱
ア
ド
・
ト
ッ
プ　

  

代
表
取
締
役
社
長　

工
藤
泰
彦
様
の
挨
拶

  

乾
杯
の
ご
発
声

  

産
経
新
聞
社
論
説
委
員　

  

大
正
大
学
客
員
教
授　
　

 

河
合
雅
司 

様

  

中
締
め
の
挨
拶　

  

広
告
業
協
同
組
合
専
務
理
事　

小
松　

茂

　
ご
紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た
㈱
デ
ル
タ
の
高

橋
と
申
し
ま
す
。
本
日
は
代
表
の
平
井
健
一

が
所
用
に
よ
り
欠
席
し
て
い
ま
す
の
で
、
私

が
代
理
で
弊
社
の
紹
介
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

　
弊
社
は
持
ち
株
会
社
で
、
グ
ル
ー
プ
会
社

に
は
、
主
に
リ
ク
ル
ー
ト
の
媒
体
を
扱
っ
て

い
る
求
人
広
告
代
理
店
、
Ｂ
Ｐ
Ｏ
（
ビ
ジ
ネ

ス
・
プ
ロ
セ
ス
・
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
）
の

サ
ー
ビ
を
行
う
会
社
や
ベ
ト
ナ
ム
、
フ
ィ
リ

ピ
ン
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
海
外
の
会
社
、
ま

た
、
派
遣
の
会
社
な
ど
が
あ
る
人
材
広
告
を

中
心
と
し
た
会
社
で
す
。

　
も
と
も
と
は
、
㈱
第
一
広
栄
社
の
鈴
木
社

長
か
ら
、
リ
ク
ル
ー
ト
時
代
に
親
交
の
あ
っ

た
代
表
の
平
井
が
、
事
業
を
受
け
継
ぎ
ま
し

た
。
㈱
第
一
広
栄
社
は
、
Ａ
Ｃ
Ａ
に
加
入
し

て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
た
び
改
め
て
入
会
の

ご
承
認
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
末
永
く
お
付

き
合
い
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。（
拍
手
）

　
Ｐ
Ｒ
会
社
の
ブ
レ
イ
ブ
㈱
の
阿
部
と
申
し

ま
す
。

　
私
は
、
㈱
オ
ズ
マ
ピ
ー
ア
ー
ル
と
共
同

ピ
ー
ア
ー
ル
㈱
に
勤
め
て
い
ま
し
た
が
、

二
〇
〇
七
年
に
独
立
し
ま
し
た
。
今
年
十
二

年
目
を
迎
え
る
Ｐ
Ｒ
会
社
で
す
。
テ
レ
ビ
と

ネ
ッ
ト
と
芸
能
ネ
タ
を
強
み
と
し
て
い
ま

す
。

　
Ａ
Ｃ
Ａ
に
入
ら
せ
て
い
た
だ
い
た
の
は
、

㈱
日
宣
の
大
津
社
長
に
、「
五
年
後
に
マ
ス

タ
ー
ズ
で
ゴ
ル
フ
や
る
け
ど
来
る
？
」
と
言

わ
れ
、「
行
っ
て
い
い
で
す
か
？
」
と
言
っ

た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
し
た
。「
交
際
を
広

げ
る
に
は
、
い
ろ
い
ろ
な
会
社
の
社
長
や
、

メ
デ
ィ
ア
の
方
と
接
す
る
機
会
を
作
る
必
要

が
有
る
」
と
言
わ
れ
、
Ａ
Ｃ
Ａ
を
紹
介
し
て

い
た
だ
き
、
加
入
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
と
い

う
次
第
で
す
。

　
皆
さ
ん
と
仲
良
く
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
マ

ス
タ
ー
ズ
で
ゴ
ル
フ
を
し
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。（
拍

手
）

　
㈱
ア
ド
・
ト
ッ
プ
の
工
藤
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
弊
社
は
、
こ
の
四
月
か
ら
、
組
織
を
変
更

し
、
会
計
ソ
フ
ト
の
㈱
ミ
ロ
ク
情
報
サ
ー
ビ

ス
の
グ
ル
ー
プ
に
入
り
ま
し
た
。
私
は
こ
の

業
界
で
は
門
外
漢
で
す
の
で
、
皆
様
に
ご
指

導
ご
鞭
撻
（
べ
ん
た
つ
）
を
い
た
だ
き
頑
張
っ

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
前
任
の
辻
社
長
は
、
Ａ
Ｃ
Ａ
の
マ
ド
ン
ナ

的
存
在
で
皆
様
に
ご
厚
誼
を
い
た
だ
い
て
い

ま
し
た
。
後
任
の
私
は
こ
の
よ
う
な
男
で
す

が
、
皆
様
に
少
し
で
も
近
付
き
、
微
力
で
は

ご
ざ
い
ま
す
が
、
組
合
の
発
展
に
貢
献
し
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。（
拍
手
）

　
改
め
ま
し
て
、
河
合
で
ご
ざ
い
ま
す
。
高

い
席
か
ら
失
礼
い
た
し
ま
す
。

　
本
日
の
講
演
で
は
、
か
な
り
厳
し
い
話
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、
長
話
は
控

え
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
変
化
の
時
代
と
い
う
の
は
、
チ
ャ
ン
ス
で

す
。
　「
ピ
ン
チ
の
裏
に
チ
ャ
ン
ス
あ
り
」

と
い
う
の
は
、
私
は
信
用
し
て
い
ま
せ
ん
が
、

変
化
の
あ
る
と
こ
ろ
に
チ
ャ
ン
ス
あ
り
と
い

う
の
は
、
事
実
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
今
日
、
私
が
お
話
し
し
た
よ
う
に
、
大
き

な
変
化
が
あ
る
中
で
、
大
き
な
企
業
、
組
織

は
、
う
ま
く
対
応
で
き
ま
せ
ん
。
う
ち
の
よ

う
に
小
さ
な
新
聞
社
は
、
よ
り
対
応
が
早
く
、

き
め
細
か
く
、
お
客
さ
ま
や
新
し
い
社
会
に

寄
り
添
っ
て
い
く
力
は
持
っ
て
い
る
と
思
っ

て
い
ま
す
。
小
さ
い
か
ら
こ
そ
や
れ
る
こ
と

は
、い
っ
ぱ
い
あ
る
と
思
い
ま
す
。
ま
た
個
々

人
、
自
分
の
中
で
や
っ
て
い
く
こ
と
も
い
っ

ぱ
い
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
こ
こ
で
ち
ょ
っ
と
宣
伝
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
新
し
く
出
版
し
た
私
の
著
書
『
未
来

の
年
表
２
』
は
、
自
分
の
身
の
回
り
に
起
き

る
こ
と
に
、
ど
う
し
た
ら
う
ま
く
対
応
で
き

る
の
か
を
書
い
て
い
ま
す
。
理
事
長
に
は
、

是
非
、
三
十
冊
ぐ
ら
い
は
買
っ
て
い
た
だ
け

る
と
信
じ
て
い
ま
す
。
こ
の
変
化
の
時
代
、

う
ま
く
乗
り
越
え
て
行
き
ま
し
ょ
う
。

　
そ
れ
で
は
、
乾
杯
し
ま
す
の
で
、
ご
唱
和

を
お
願
い
し
ま
す
。

　
乾
杯
！
（
拍
手
）

　
本
日
は
お
忙
し
い
中
ご
出
席
を
賜
り
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
先
ほ
ど
、
河
合
様
か
ら
お
話
し
い
た
だ
い

た
中
に
、
Ａ
Ｃ
Ａ
と
し
て
、
一
つ
の
ヒ
ン
ト

と
い
っ
た
も
の
が
見
つ
か
っ
た
よ
う
な
気
が

し
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
時
代
が
変
化
し
て
い
く
中
で
、

そ
の
変
化
に
対
応
す
る
に
は
ど
う
し
た
ら
い

い
か
、
会
員
社
の
皆
様
が
一
人
一
人
知
恵
を

絞
っ
て
考
え
る
必
要
が
有
り
ま
す
。
一
人
で

考
え
る
よ
り
も
、
Ａ
Ｃ
Ａ
に
加
入
し
て
多
く

の
会
員
と
知
恵
を
絞
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
時

代
の
流
れ
に
対
応
す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

ま
た
、
困
っ
た
時
に
頼
れ
る
人
間
が
周
り
に

い
る
組
合
に
し
よ
う
と
、
Ａ
Ｃ
Ａ
の
未
来
を

考
え
る
会
で
議
論
し
て
い
ま
す
。
是
非
、
皆

様
の
お
力
添
え
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
そ
れ
で
は
会
員
社
の
皆
様
方
の
ま
す
ま
す

の
ご
発
展
と
、
ご
参
集
の
皆
様
方
の
ご
健
勝

を
祈
念
し
て
、
三
本
締
め
で
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
そ
れ
で
は
お
手
を
拝
借
致
し
ま
す
。

（
三
本
締
め
）

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。（
拍
手
）
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広
告
業
協
同
組
合
（
Ａ
Ｃ
Ａ
）
恒
例
の
「
夏

の
例
会
」
は
、
七
月
十
八
日
、「
コ
ー
ト
ヤ
ー

ド
・
マ
リ
オ
ッ
ト
銀
座
東
武
ホ
テ
ル
」（
東

京
都
中
央
区
銀
座
）
で
開
催
し
た
。

　
第
一
部
の
セ
ミ
ナ
ー
は
、
春
風
亭 

柏
枝

（
は
く
し
）
師
匠
に
よ
る
「
使
え
る
ビ
ジ
ネ

ス
　
落
語
セ
ミ
ナ
ー
『
落
語
』」。

　
Ｈ.

Ｉ.

Ｄ.

（
国
際
・
研
修
部
会
）
担
当

の
星
野
順
行
理
事
（
㈱
ス
カ
ウ
ト
代
表
取
締

役
）
が
講
師
の
春
風
亭 

柏
枝
師
匠
を
紹
介

し
、
落
語
セ
ミ
ナ
ー
を
開
始
し
た
。

　
第
二
部
の
懇
親
会
は
、
親
睦
部
会
担
当
の

吉
井
雄
二
理
事
（
㈱
産
経
広
告
社
代
表
取
締

役
社
長
）
の
司
会
進
行
で
行
わ
れ
た
。

　
和
納
勉
理
事
長
（
㈱
ク
イ
ッ
ク
代
表
取
締

役
社
長
）
の
開
会
挨
拶
の
後
、
新
し
く
入
会

し
た
尾
崎
拓
未
氏
（
㈱
ト
ー
カ
ン
エ
ク
ス
プ

レ
ス
専
務
取
締
役
）
と
新
た
に
社
長
に
就
任

し
た
金
谷
卓
実
氏
（
㈱
大
成
広
告
社
代
表
取

締
役
社
長
）
が
挨
拶
し
た
。
そ
の
後
、
セ
ミ

ナ
ー
の
講
師
、
春
風
亭 

柏
枝
師
匠
の
ご
発

声
で
乾
杯
し
、
懇
親
会
を
ス
タ
ー
ト
。
参
加

者
は
、
連
日
の
猛
暑
を
忘
れ
て
和
や
か
に
懇

　
本
日
は
お
招
き
い
た
だ
き
ま
し
て
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
春
風
亭 

柏
枝
（
は
く
し
）
と
申
し
ま
す
。

ち
ょ
っ
と
の
時
間
、
お
付
き
合
い
い
た
だ
き

ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

　

落
語
と
仕
草

　
ま
ず
、
落
語
に
つ
い
て
簡
単
に
解
説
さ
せ

て
い
た
だ
き
、
セ
ミ
ナ
ー
を
開
講
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
笑
点
は
、
厳
密
に
は
落
語
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
落
語
家
が
や
る
余
興
、
大
喜
利
で
す
。

余
興
で
一
番
有
名
な
も
の
は
謎
か
け
で
す
。

「
何
々
と
か
け
て
何
々
と
説
く
。
そ
の
心
は
」

と
い
う
も
の
で
す
。
落
語
は
こ
れ
と
は
違
う

も
の
で
す
。
物
語
を
会
話
形
式
で
、
一
人
で

し
ゃ
べ
る
の
が
落
語
と
い
う
芸
で
す
。
で
す

か
ら
一
人
で
複
数
の
人
物
を
演
じ
な
が
ら
、

話
を
進
め
ま
す
。

　
そ
れ
と
仕
草
と
言
っ
て
、
扇
子
と
手
ぬ
ぐ

い
を
使
い
、
色
々
な
も
の
を
表
現
し
ま
す
。

例
え
ば
、
手
ぬ
ぐ
い
を
広
げ
て
、
本
を
読
ん

だ
り
、
扇
子
で
キ
セ
ル
、
手
拭
い
で
タ
バ
コ

入
れ
を
表
現
し
ま
す
。
キ
セ
ル
の
先
の
火
皿

に
タ
バ
コ
の
葉
を
詰
め
て
、
火
鉢
な
ど
で
火

を
つ
け
、
フ
ー
っ
と
吸
っ
て
灰
を
落
と
す
の

が
、
昔
の
タ
バ
コ
を
吸
う
形
で
し
た
。

　
そ
う
い
っ
た
こ
と
を
し
な
が
ら
物
語
を
進

め
る
の
が
落
語
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
で
は

ち
ょ
っ
と
の
お
時
間
、
実
際
に
落
語
を
ご
覧

い
た
だ
き
ま
す
。
ご
辛
抱
願
い
ま
す
。

　
こ
こ
で
落
語
「
時
そ
ば
」
を
一
席
演
じ
る
。

　

落
語
の
構
成

　
我
々
は
、
落
語
を
聞
い
て
い
た
だ
く
た
め

に
、
い
ろ
い
ろ
な
工
夫
を
し
て
お
り
ま
す
。

　
よ
く
落
語
は
、
枕
、
本
編
、
落
ち
で
、
構

成
さ
れ
ま
す
。
枕
は
、
前
段
で
す
。
本
編
は
、

本
題
で
す
。

　
落
ち
の
位
置
付
け
は
、
場
所
に
よ
っ
て
い

ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
落
語
を
毎
日

や
っ
て
い
る
定
席
で
は
落
語
を
聞
く
の
が
目

的
で
す
。
落
語
の
本
編
は
、
下
げ
が
決
ま
っ

て
い
ま
す
か
ら
、
そ
れ
を
さ
ら
っ
と
や
っ
て
、

さ
っ
と
、
高
座
か
ら
下
が
る
の
が
通
常
で
す
。

　
し
か
し
今
日
の
よ
う
に
、
よ
そ
に
行
き
ま

し
て
、
自
分
一
人
で
や
る
時
な
ど
は
、
落
語

を
見
て
い
た
だ
い
て
、
笑
っ
て
い
い
時
間
を

過
ご
し
た
な
ぁ
。
ま
た
は
落
語
を
ま
た
見
に

来
た
い
な
ぁ
と
思
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
腹

に
据
え
て
、
高
座
を
展
開
し
ま
す
。
僕
ら
は
、

落
ち
、
目
標
を
目
指
し
て
、
高
座
を
展
開
す

る
わ
け
で
す
。

　

枕
の
形

　
落
語
の
本
編
は
、
筋
の
決
ま
っ
た
話
で
す
。

落
語
家
と
し
て
は
こ
の
本
編
だ
け
を
ご
覧
に

な
っ
て
い
た
だ
い
て
、
お
客
様
に
納
得
し
て

い
た
だ
く
。
こ
れ
が
我
々
の
世
界
で
は
一
番

か
っ
こ
い
い
こ
と
で
す
。
で
す
か
ら
皆
が
そ

れ
を
目
指
し
ま
す
が
、
い
ろ
い
ろ
な
条
件
が

折
り
重
な
り
ま
す
か
ら
、
落
語
家
の
ほ
と
ん

ど
の
場
合
は
、
落
語
の
本
編
だ
け
で
は
、
お

客
様
に
は
な
か
な
か
満
足
し
て
い
た
だ
け
な

い
こ
と
が
多
い
で
す
。
そ
こ
で
枕
を
使
い
ま

す
。
枕
に
は
目
標
を
達
成
さ
せ
る
た
め
に
よ

　
ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
は
、
商
業
目
的
で
利
用
す

る
こ
と
が
多
い
の
で
す
が
、
当
社
は
、
官
公

庁
の
配
布
な
ど
商
業
以
外
の
ポ
ス
テ
ィ
ン
グ

も
し
て
い
ま
す
。

　
広
告
の
制
作
と
ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
を
セ
ッ
ト

に
し
た
求
人
ダ
イ
レ
ク
ト
と
い
う
商
品
が
あ

り
ま
す
。
こ
れ
は
、
ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
の
特
性

で
あ
る
地
域
密
着
を
活
か
し
た
求
人
広
告
の

宣
伝
手
段
で
す
。
求
人
広
告
で
は
、
ベ
テ
ラ

ン
の
方
が
い
っ
ぱ
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
の

で
、
ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
で
な
に
か
お
手
伝
い
し

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
と
い
ろ
い
ろ
な
サ
ー
ビ

ス
の
併
用
や
、
媒
体
も
取
り
入
れ
た
い
と
思

い
入
会
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
会
員
の

皆
様
か
ら
学
ば
せ
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で

す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。（
拍
手
）

　
こ
の
た
び
、
清
水
社
長
の
後
を
継
ぎ
、
経

営
を
任
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
清

水
前
社
長
は
ご
高
齢
で
す
が
、
普
段
の
生
活

を
お
聞
き
す
る
と
、
見
習
わ
な
け
れ
ば
い
け

な
い
、
私
も
こ
う
あ
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
仕
事
に
対
す
る
熱
意
や
、
ゴ
ル

フ
の
腕
前
も
含
め
て
追
い
つ
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　
私
は
、
企
業
の
活
動
を
外
に
伝
え
る
の
が

広
告
業
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
伝
え
方
や
方

法
に
よ
っ
て
、
企
業
の
価
値
が
上
下
し
ま
す
。

ま
た
、
そ
の
評
判
を
上
げ
る
こ
と
も
、
逆
に

落
と
す
こ
と
も
あ
る
非
常
に
大
切
な
仕
事
だ

と
思
い
ま
す
。

　
未
熟
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
今
後
と
も
ご

指
導
を
よ
ろ
し
く
願
い
い
た
し
ま
す
。（
拍

手
）

談
し
た
。

　
最
後
に
、
小
松
茂
専
務
理
事
（
東
栄
広
告

㈱
代
表
取
締
役
）
が
中
締
め
の
挨
拶
を
し
た
。

新
入
会
員
社　

尾
崎
拓
未
様
の
挨
拶

新
社
長　

金
谷
卓
実
様
の
挨
拶

り
良
い
雰
囲
気
を
作
る
と
い
う
役
割
が
あ
り

ま
す
。

　
落
語
の
枕
に
は
、
ど
う
い
っ
た
形
が
あ
る

か
？

　
ま
ず
一
つ
は
、
同
じ
文
言
を
使
う
と
い
う

の
が
あ
り
ま
す
。

　
春
風
亭
柳
昇
師
匠
は
、
昭
和
、
平
成
と

活
躍
さ
れ
た
偉
大
な
師
匠
で
す
が
、
必
ず

「
え
ー
、
私
、
春
風
亭
柳
昇
と
申
し
ま
す
。

え
ー
、
春
風
亭
柳
昇
と
い
う
と
、
大
き
な
こ

と
を
言
う
よ
う
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
た
だ
今
、

わ
が
国
で
は
、
一
人
し
か
お
り
ま
せ
ん
」
こ

の
言
葉
を
必
ず
ふ
っ
て
い
ま
し
た
。
同
じ
言

葉
を
言
う
こ
と
で
、
お
客
様
の
状
態
を
見
て

い
た
と
思
い
ま
す
。
自
分
の
こ
と
を
知
っ
て

い
る
の
か
な
ど
、
お
客
様
を
量
る
と
い
う
意

味
で
、
同
じ
文
言
を
使
う
と
い
う
パ
タ
ー
ン

の
枕
で
し
た
。

　
そ
れ
か
ら
も
う
一
つ
、
お
客
様
に
好
意
的

に
思
っ
て
い
た
だ
く
。
こ
れ
は
、
我
々
落
語

家
が
よ
く
使
う
枕
で
す
。

　
私
が
所
属
し
て
い
る
公
益
社
団
法
人
落
語

芸
術
協
会
の
会
長
は
な
く
な
っ
た
歌
丸
師
匠

で
す
が
、
歌
丸
師
匠
に
は
大
変
に
お
世
話
に

な
り
い
ろ
ん
な
と
こ
ろ
に
連
れ
て
行
っ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
十
人
、
二
十
人
の
前
で

や
る
お
座
敷
の
時
も
あ
り
ま
す
が
、
千
人
、

二
千
人
入
る
大
き
な
ホ
ー
ル
で
や
る
こ
と
も

あ
る
。
そ
の
時
は
歌
丸
師
匠
で
す
か
ら
、
千

人
、
二
千
人
入
る
大
き
な
ホ
ー
ル
が
超
満
員

に
な
り
ま
す
。
こ
れ
は
や
っ
て
い
て
気
持
ち

の
い
い
も
の
で
す
が
そ
の
反
面
、
お
客
様
、

お
一
人
お
一
人
の
お
顔
が
見
え
ま
せ
ん
か

ら
、
い
っ
た
い
今
自
分
は
、
誰
に
向
か
っ
て

お
し
ゃ
べ
り
を
し
て
い
る
の
か
、
ち
ょ
っ
と

実
感
の
わ
か
な
い
と
き
も
あ
り
ま
す
。
そ
れ

と
は
反
対
に
、
朝
一
番
の
池
袋
演
芸
場
な
ん

か
で
は
、
お
客
様
、
一
人
、
二
人
と
い
う
の

は
ざ
ら
で
す
か
ら
こ
れ
は
こ
れ
で
や
り
づ
ら

い
。
じ
ゃ
あ
お
客
様
が
多
す
ぎ
て
も
や
り
づ

ら
い
、
少
な
す
ぎ
て
も
や
り
づ
ら
い
、
じ
ゃ

あ
一
体
ど
の
く
ら
い
の
人
数
が
一
番
や
り
や

す
い
か
と
い
う
と
、
ち
ょ
う
ど
こ
の
く
ら

い
！
（
笑
い
）

　
老
人
ホ
ー
ム
で
や
る
こ
と
も
あ
り
ま
す

が
、
あ
あ
い
っ
た
と
こ
ろ
で
や
る
時
は
会
場

の
雰
囲
気
が
静
か
な
時
が
往
往
に
し
て
あ
り

ま
す
。
お
客
様
が
あ
ま
り
静
か
す
ぎ
る
っ
て

い
う
の
は
や
り
づ
ら
い
。
じ
ゃ
あ
若
け
れ
ば

い
い
か
と
い
っ
て
幼
稚
園
に
行
き
ま
す
と
、

園
児
が
す
ぐ
に
泣
く
し
騒
ぐ
し
で
こ
れ
は
こ

れ
で
や
り
づ
ら
い
。
じ
ゃ
あ
、
お
客
様
が
年

を
召
さ
れ
す
ぎ
て
も
や
り
づ
ら
い
、
若
す
ぎ

て
も
や
り
づ
ら
い
、
じ
ゃ
あ
一
体
ど
の
く
ら

い
の
年
齢
層
が
一
番
や
り
良
い
か
と
申
し
ま

す
と
、
ち
ょ
う
ど
こ
の
く
ら
い
！
（
笑
）

　
こ
れ
は
皆
様
方
と
一
体
に
な
り
た
い
と
い

う
気
持
ち
を
伝
え
る
。
そ
う
い
っ
た
枕
の
や

Ａ
Ｃ
Ａ
「
夏
の
例
会
」

落
語
セ
ミ
ナ
ー
と

懇
親
会

Ａ
Ｃ
Ａ 

「
夏
の
例
会
」

使
え
る
ビ
ジ
ネ
ス
落
語
セ
ミ
ナ
ー
「
落
語
」

春
風
亭 

柏
枝
　
師
匠      
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り
方
で
す
。

　
あ
と
も
う
一
つ
、
本
編
に
つ
な
げ
る
や
り

方
と
い
う
の
が
あ
り
ま
す
。

　
小
遊
三
師
匠
は
、
高
座
に
出
て
き
て
い
き

な
り
、「
え
ー
、
あ
た
し
の
好
き
な
言
葉
で
、

夜
這
い
（
よ
ば
い
）
と
い
う
の
が
ご
ざ
い
ま

す
。
あ
の
言
葉
を
聞
く
だ
け
で
、
自
分
が
何

と
も
言
え
な
い
良
い
心
持
ち
に
な
る
」、
と
か

な
ん
と
か
い
っ
て
夜
這
い
を
す
る
落
語
に
入

る
。
こ
れ
は
、
そ
の
本
編
の
落
語
の
空
気
を

作
り
上
げ
る
と
い
う
顕
著
な
や
り
方
で
す
。

　
枕
で
、
何
を
す
る
の
か
と
い
う
と
、
お
客

様
を
知
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
れ
と
、
自

分
の
セ
ン
ス
、
ま
た
は
気
持
ち
を
知
っ
て
も

ら
う
こ
と
で
、
お
客
様
と
の
い
い
距
離
感
を

保
つ
。
そ
し
て
、
落
ち
、
目
標
に
向
か
っ
て
、

つ
き
進
ん
で
行
き
や
す
く
な
る
と
い
う
わ
け

で
す
。

　
皆
様
は
商
談
で
お
客
様
と
お
話
を
さ
れ
ま

す
が
、
僕
ら
は
枕
を
作
る
と
き
、
落
ち
を
腹

に
据
え
て
、
も
う
一
度
こ
れ
ら
の
パ
タ
ー
ン

を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
、
枕
を
構
成
し
て
み
る
と
、

意
外
と
い
い
枕
が
で
き
ま
す
。
ベ
テ
ラ
ン
の

方
も
、
新
人
の
方
も
、
今
ま
で
の
自
分
の
進

め
方
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
る
と
、
自
分
に

と
っ
て
、
新
し
い
発
見
、
今
度
は
こ
う
し
て

み
よ
う
と
い
う
も
の
が
生
ま
れ
て
く
る
か
も

し
れ
な
い
と
い
う
こ
と
で
お
話
し
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

話
し
方
を
変
え
る

　
江
戸
落
語
と
上
方
落
語
と
い
う
言
葉
、
聞

い
た
こ
と
あ
り
ま
す
か
？

　
江
戸
落
語
は
、
東
京
、
江
戸
を
中
心
に
、

上
方
落
語
は
、
大
阪
を
中
心
に
育
ん
で
き
た

落
語
で
す
。
同
じ
落
語
で
す
が
、
歩
ん
で
き

た
歴
史
が
違
い
ま
す
。
一
番
違
う
こ
と
は
、

東
京
は
、
寄
席
と
い
う
ぐ
ら
い
で
、
は
じ
め

か
ら
、
銭
湯
な
ど
に
お
客
様
を
寄
せ
て
集
め

て
、
お
話
を
し
て
い
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、

大
阪
は
、
辻
噺
（
つ
じ
ば
な
し
）
と
言
い
、

外
で
話
を
し
て
い
ま
し
た
。
大
阪
の
落
語
は
、

前
に
見
台
と
言
う
テ
ー
ブ
ル
み
た
い
な
も
の

を
置
き
、
小
拍
子
と
、
扇
子
、
こ
れ
を
パ
チ

パ
チ
パ
チ
パ
チ
大
き
な
音
を
鳴
ら
し
な
が

ら
、
何
と
か
お
客
様
に
こ
っ
ち
を
振
り
向
い

て
も
ら
お
う
と
、
衣
装
も
派
手
に
な
り
ま
し

た
。

　
同
じ
ネ
タ
を
喋
る
の
で
も
、
場
所
に
よ
っ

て
有
利
な
話
し
方
が
あ
り
ま
す
。

　
我
々
は
、
会
場
に
よ
っ
て
、
し
ゃ
べ
り
方

を
変
え
ま
す
。
大
き
な
会
場
、
千
人
、
二
千

人
入
る
会
場
と
、
十
人
、
二
十
人
の
前
で
や

る
時
に
は
、
違
う
し
ゃ
べ
り
方
を
し
て
い
ま

す
。
会
場
の
広
さ
に
よ
っ
て
、
話
し
方
を
変

え
ま
す
。
皆
様
方
も
、
大
き
な
部
屋
で
プ
レ

ゼ
ン
す
る
の
か
、
狭
い
部
屋
で
商
談
を
す
る

の
か
に
よ
っ
て
、
有
利
な
し
ゃ
べ
り
方
が
あ

り
ま
す
か
ら
、
そ
の
場
所
場
所
で
喋
り
方
を

変
え
て
も
良
い
ん
で
す
。

　
あ
と
落
語
家
は
、
平
板
な
と
こ
ろ
、
気
持

ち
が
集
中
し
て
い
な
い
よ
う
な
会
話
、
せ
り

ふ
回
し
を
あ
え
て
作
り
ま
す
。
一
つ
一
つ
の

せ
り
ふ
を
丁
寧
に
言
い
す
ぎ
る
と
か
え
っ

て
、
目
的
を
ぼ
か
し
て
し
ま
う
こ
と
に
な
り

ま
す
。
ア
ピ
ー
ル
し
た
い
と
こ
ろ
の
前
に
平

坦
な
と
こ
ろ
を
わ
ざ
と
作
っ
た
り
し
て
、
食

い
つ
か
せ
た
い
と
こ
ろ
を
強
調
し
た
り
し
ま

す
。

　
あ
と
は
演
じ
る
こ
と
で
す
。
い
ろ
い
ろ
な

登
場
人
物
が
出
て
き
ま
す
が
、
声
色
を
変
え

る
こ
と
は
良
い
こ
と
と
は
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
。
あ
ま
り
声
の
色
を
変
え
る

と
、
わ
ざ
と
ら
し
く
な
っ
て
し
ま
い

ま
す
。
こ
ん
な
と
き
腹
の
下
に
力
を

入
れ
ろ
と
言
わ
れ
ま
す
。
上
半
身
の

力
を
抜
く
と
、
同
じ
セ
リ
フ
を
言
っ

て
も
、
な
ぜ
か
お
客
様
が
つ
い
て
く

る
。
腹
の
下
に
力
を
入
れ
て
上
半
身

の
力
を
抜
く
と
い
う
こ
と
が
一
つ
の

コ
ツ
で
す
。

　
皆
様
方
も
先
輩
の
真
似
を
し
な
が

ら
い
ろ
ん
な
こ
と
を
学
ん
で
き
た
か

と
思
い
ま
す
が
、
我
々
も
、
ま
ず
は

人
の
ま
ね
を
す
る
こ
と
が
大
事
だ
と

言
わ
れ
ま
す
。

　
守
破
離
（
し
ゅ
は
り
）
は
、
剣
道

が
好
き
だ
っ
た
柳
家
小
さ
ん
師
匠
（
五
代
目
）

が
言
っ
た
言
葉
で
す
。

　
ま
ず
は
目
の
前
の
人
の
ま
ね
を
し
、
そ
れ

か
ら
い
ろ
い
ろ
な
師
匠
か
ら
教
わ
り
い
ろ
い

ろ
な
や
り
方
を
で
き
る
よ
う
に
す
る
。
そ
う

し
て
る
う
ち
に
、
今
度
は
自
分
の
や
り
方
が

出
来
上
が
っ
て
突
き
進
ん
で
い
く
と
い
う
事

で
す
。

　

謎
か
け
の
作
り
か
た

　
今
日
は
、
最
後
に
、
謎
か
け
の
作
り
方
を

皆
様
方
に
お
伝
え
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
、
締

め
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
謎
か
け
は
、「
Ａ
と
か
け
て
Ｂ
と
説
く
、
そ

の
心
は
Ｃ
」
と
い
う
も
の
で
す
。
Ａ
は
お
題
、

Ｂ
は
問
題
解
決
へ
の
働
き
か
け
、
ト
ラ
イ
で

す
。
Ｃ
は
意
味
で
す
。

　
謎
か
け
と
い
う
も
の
は
、
Ａ
と
Ｂ
が
離
れ

て
い
れ
ば
離
れ
て
い
る
ほ
ど
、
お
客
様
が
疑

問
に
思
っ
て
く
れ
る
、
考
え
て
く
れ
る
、
集

中
し
て
く
れ
る
。
そ
し
て
意
味
が
通
っ
た
時

に
、
お
客
様
が
納
得
し
て
く
れ
る
、
喜
ん
で

く
れ
る
、
笑
っ
て
く
れ
る
。
こ
れ
が
謎
か
け

の
仕
組
み
で
す
。

　
お
題
を
、
何
か
。
何
で
も
結
構
で
ご
ざ
い

ま
す
。

　（
会
場
か
ら
、「
集
中
豪
雨
」
の
声
）

　
は
い
、
集
中
豪
雨
で
す
ね
。
も
う
、
大
変

で
す
か
ら
。

　
集
中
豪
雨
と
い
う
、
お
題
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
皆
様
方
は
す
ぐ
に
Ｂ
を
考
え
た
く
な
り
ま

す
が
、
こ
れ
は
実
は
、
Ｃ
か
ら
考
え
ま
す
。

ど
う
考
え
る
か
と
言
う
と
、
集
中
豪
雨
か
ら

連
想
で
き
る
も
の
を
、
と
に
か
く
列
挙
し
ま

す
。
そ
し
て
そ
の
言
葉
か
ら
、
今
度
は
、
駄

洒
落
で
も
結
構
で
す
。
も
し
く
は
、
同
じ
意

味
に
な
る
よ
う
な
言
葉
を
探
し
ま
す
。
そ
し

て
最
後
に
、
ど
れ
を
選
ぶ
か
。
こ
れ
が
一
番

重
要
な
こ
と
で
す
。
謎
か
け
に
は
、三
パ
タ
ー

ン
あ
り
ま
す
。
う
ま
い
と
思
え
る
も
の
。
面

白
い
と
思
え
る
も
の
。
聞
い
て
い
て
、
い
い

心
持
ち
に
な
り
喜
べ
る
も
の
で
す
。
こ
の
三

つ
の
パ
タ
ー
ン
に
当
て
は
め
ら
れ
る
も
の
を

探
し
ま
す
。

　
例
え
ば
、
こ
う
い
う
謎
か
け
に
な
り
ま
す
。

　
集
中
豪
雨
と
か
け
ま
し
て
、
政
治
と
説
き

ま
す
。

　（
そ
の
心
は
）

　
ひ
な
ん
（
避
難
・
批
難
）
が
大
切
で
し
ょ
う
。

（
拍
手
）

　
あ
る
新
聞
社
の
方
に
、
最
後
に
挨
拶
し
て

く
だ
さ
い
と
い
う
の
で
、「
皆
様
方
、
こ
れ

か
ら
も
、
こ
の
新
聞
、
ず
っ
と
取
っ
て
く
だ

さ
い
。
本
当
に
い
い
新
聞
で
す
。
高
級
な
パ

ン
屋
さ
ん
の
よ
う
な
、新
聞
で
す
。
き
じ
（
記

事
・
生
地
）
が
最
高
で
ご
ざ
い
ま
す
。
ど
う

ぞ
皆
様
、
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
」
と
、
ご
挨
拶
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
こ
の
様
に
謎
解
き
で
挨
拶
す
る
こ

と
も
で
き
ま
す
。

　
落
語
家
は
、
そ
ん
な
に
発
想
の
転
換
力
が

あ
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
す
が
、
皆
様
と
は

違
っ
た
そ
の
結
果
を
生
み
出
す
通
り
道
を

持
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

い
ろ
い
ろ
な
プ
ロ
セ
ス
を
持
っ
て
い
る
。
こ

れ
が
、
発
想
の
転
換
力
と
い
う
こ
と
だ
と
思

い
ま
す
。

　

芸
は
人
な
り

　
芸
は
人
な
り
と
言
わ
れ
ま
す
。
Ｅ
Ｑ
（
心

の
知
能
指
数
）
と
い
う
言
葉
が
、
あ
る
そ
う

で
す
が
、
不
器
用
で
も
一
生
懸
命
話
し
て
い

る
姿
を
見
る
と
、
い
つ
の
間
に
か
そ
の
人
の

話
に
聞
き
い
っ
て
い
る
と
き
が
あ
り
ま
す
。

　
結
局
、
自
分
と
い
う
も
の
を
高
め
て
、
人

間
修
行
を
積
み
上
げ
て
い
く
こ
と
が
、
何
よ

り
お
話
を
聞
い
て
い
た
だ
く
に
は
な
く
て
は

な
ら
な
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　
皆
様
方
に
、
人
間
修
行
を
積
み
上
げ
て
い

た
だ
く
こ
と
は
、
僕
ら
に
と
っ
て
も
笑
い
ど

こ
ろ
が
違
っ
て
き
ま
す
。
い
い
お
客
さ
ん
の

前
で
や
る
と
、
い
い
落
語
が
で
き
ま
す
。
分

か
っ
て
く
れ
な
い
お
客
様
方
の
前
で
落
語
を

や
る
と
、
落
語
も
ボ
ロ
ボ
ロ
に
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
。

　
皆
様
方
が
、
人
間
修
行
を
積
ん
で
い
く
こ

と
は
、
ビ
ジ
ネ
ス
で
使
え
る
、
話
を
伝
え
る

力
に
も
な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま

す
。

　
有
名
な
謎
か
け
が
あ
り
ま
す
。

　
広
告
業
協
同
組
合
様
と
か
け
ま
し
て
、
ろ

う
そ
く
と
説
き
ま
す
。

　（
そ
の
心
は
）

　
自
分
の
身
を
削
っ
て
、
世
の
中
、
明
る
く

い
た
し
ま
す
。
　（
拍
手
）

　
お
時
間
が
来
た
よ
う
で
ご
ざ
い
ま
す
の

で
、
こ
の
辺
で
失
礼
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

本
日
は
、
お
邪
魔
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
て
、

ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
失
礼

い
た
し
ま
す
。（
拍
手
）
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新
人
社
員
実
践
研
修

　
四
月
四
日
・
五
日
・
六
日
の
三
日
間
、
機

械
工
具
会
館
で
「
新
入
社
員
実
践
研
修
」
を

開
催
し
た
。（
主
催
　
Ｈ
．Ｉ
．Ｄ
．（
国
際
・

研
修
部
会
））
会
員
社
か
ら
新
入
社
員

二
十
五
名
が
参
加
し
た
。

　
講
師
は
、
竹
内
亜
佐
子
さ
ん
。
受
講
生
は
、

「
社
会
人
の
基
本
マ
イ
ン
ド
と
ビ
ジ
ネ
ス
マ

ナ
ー
の
習
得
」、「
ビ
ジ
ネ
ス
ス
キ
ル
の
向
上

と
習
得
」、「
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
・
ブ
ラ
ン
デ
ィ

ン
グ
基
本
知
識
の
習
得
」
を
学
び
、
新
社
会

人
生
活
へ
第
一
歩
を
踏
み
出
し
た
。

　

Ａ
Ｃ
Ａ
カ
ッ
プ

　
四
月
十
七
日
「
千
葉
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
」

に
て
、「
Ａ
Ｃ
Ａ
カ
ッ
プ
《
東
日
本
大
震
災

チ
ャ
リ
テ
ィ
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
》」
を
開
催
し

た
。（
主
催
　
親
睦
部
会
）

　
あ
い
に
く
の
曇
り
空
だ
っ
た
が
、
特
別
会

員
、
正
会
員
、
九
組
三
十
四
名
が
ゴ
ル
フ
プ

レ
ー
を
楽
し
ん
だ
。

　
熱
戦
の
末
、川
野
邉
正
彦
氏
（
イ
ン
グ
ホ
ー

ル
デ
ィ
ン
グ
ス
㈱
）
が
グ
ロ
ス
八
十
三
、ネ
ッ

ト
七
十
一
で
優
勝
し
た
。
ベ
ス
グ
ロ
は
、
川

野
邉
正
彦
氏
と
後
藤
正
海
氏
（
㈱
ト
ッ
プ
広

告
社
）
が
、
グ
ロ
ス
八
十
三
で
並
ん
だ
が
、

年
齢
に
よ
り
川
野
邉
正
彦
氏
が
獲
得
、
準
優

勝
は
、
原
田
直
史
氏
（
㈱
ト
ー
コ
ン
ホ
ー
ル

デ
ィ
ン
グ
ス
）、
三
位
は
、
和
納
勉
氏
（
㈱

ク
イ
ッ
ク
）。

　
チ
ャ
リ
テ
ィ
募
金
は
、
十
一
万
三
千
五
百

円
が
集
ま
っ
た
。

経
営
情
報
研
究
部
会
セ
ミ
ナ
ー

　
七
月
四
日
「
銀
座
会
議
室
」
で
、「
企
業

を
守
り
、
業
績
を
向
上
さ
せ
る
あ
し
た
の
人

事
評
価
」
を
開
催
し
た
（
主
催
　
経
営
情
報

研
究
部
会
）。

　
会
員
社
か
ら
二
十
五
名
が
参
加
し
た
。
講

師
の
渡
邉
健
太
氏
（
㈱
あ
し
た
の
チ
ー
ム
　

取
締
役
副
社
長
Ｃ
Ｏ
Ｏ
）
は
、
第
一
部
で
、

従
業
員
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
と
人
事
評
価
制

度
の
誤
解
と
新
常
識
を
分
か
り
や
す
く
解
説

し
た
。
第
二
部
で
は
、
あ
し
た
式
ゼ
ッ
タ
イ

評
価
制
度
の
説
明
の
あ
と
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
に
取
り
組
ん
だ
。
講
師
の
川
島
勇
人
氏（
㈱

あ
し
た
の
チ
ー
ム
東
京
支
社
第
一
グ
ル
ー
プ

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー) 

は
、「
広
告
業
に
お
け
る

人
事
評
価
制
度
の
ポ
イ
ン
ト
」
に
つ
い
て
解

説
し
た
。
最
後
に
質
疑
応
答
と
名
刺
交
換
を

行
っ
た
。


